
　

徳
川
幕
府
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
、
ラ

イ
デ
ン
大
学
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
教
授
か
ら
経
済

学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
ふ
た
り
の
日
本
人
留

学
生
が
い
た
。
そ
の
頃
す
で
に
神
田
孝
平
や
福

沢
諭
吉
な
ど
に
よ
っ
て
も
西
欧
経
済
学
の
紹
介

が
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
直
接

系
統
的
な
勉
学
を
志
し
た
嚆
矢
と
さ
れ
、『
蘭

学
事
始
』
に
な
ぞ
ら
え
て
「
経
済
学
事
始
」（
木

村
毅
「
経
済
学
事
始

―
文
久
二
年
遣
蘭
留
学
生

記
事
」
一
九
三
〇
年
初
出
、『
明
治
天
皇
と
後
治
世

下
の
人
々
』
一
九
四
二
年
所
収
）
と
呼
ば
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
ふ
た
り
と
は
西
周
と
津
田
真

一
郎
で
あ
る
。
帰
国
後
の
西
は
哲
学
、
津
田
は

法
律
学
を
重
点
に
講
義
や
雑
誌
論
文
で
近
代
化

を
目
指
す
わ
が
国
に
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
直
伝
の

経
済
学
を
伝
え
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
。
経

済
学
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
包
括
的
な
啓
蒙
家

で
あ
り
、
彼
ら
を
「
日
本
百
科
全
書
派
」
と
称

し
た
こ
と
も
あ
る
（
麻
生
義
輝
『
近
世
日
本
哲
学

史
』
一
九
四
二
年
）。「
自
由
主
義
と
社
会
主
義

と
保
守
的
国
家
主
義
と
の
同
時
存
在
と
、
こ
の

三
者
相
互
間
の
特
異
な
関
係
」（
杉
原
四
郎
『
日

本
の
経
済
思
想
家
た
ち
』
日
本
経
済
評
論
社
）
の

も
と
で
、
わ
が
国
が
最
初
に
接
し
た
西
欧
経
済

学
は
古
典
派
経
済
学
（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
ダ
ー

ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
カ
ー
ド
ウ
）
そ
の
も
の
で
は
な
く

彼
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
精
神
を

継
承
し
た
個
人
主
義
・
自
由
主
義
基
調
の
経
済

学
で
あ
っ
た
。
経
済
学
史
で
は
古
典
学
派
解
体

期
の
経
済
学
と
言
わ
れ
る
経
済
学
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
や
や
遅
れ
て
本
格
的
に
翻
訳

が
現
れ
る
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
や
J
・
S
・ 

ミ
ル
の
『
経
済
学
原
理
』
に
先
立
っ
て
、
古
典

派
の
思
想
や
理
論
が
「
近
代
」
日
本
の
経
済
シ

ス
テ
ム
形
成
や
経
済
政
策
に
応
用
す
べ
く
解
説

書
や
入
門
書
の
形
を
と
っ
て
紹
介
・
導
入
さ
れ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

最
初
期
に
導
入
さ
れ
た
西
欧
経
済
学
は
、
J
・ 

S
・
ミ
ル
や
ル
ソ
ー
や
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
か
ら
近

代
的
な
個
人
の
自
由
と
平
等
の
主
張
を
か
ぎ
と

り
つ
つ
、
古
典
学
派
や
解
体
期
経
済
学
の
歴
史

的
限
界
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
経
済
学
一
般
あ

る
い
は
最
新
最
良
の
経
済
学
と
し
て
受
容
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
自
由
民
権
運
動
の
中
心

地
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
福
島
県
石
川
町
で
は
明
治

初
期
に
す
で
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ『
万
法
精
理
』、

ル
ソ
ー
『
民
約
論
』、
J
・ 

S
・ 

ミ
ル
『
自
由

之
理
』、
同
『
利
学
』、
同
『
代
議
政
体
論
』、
ス

ペ
ン
サ
ー
『
社
会
平
等
論
』、同『
権
利
提
綱
』、

ペ
リ
ー『
理
財
原
論
』、フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
夫
人『
宝

氏
経
済
学
』
の
ほ
か
『
英
国
文
明
史
』、『
仏
国

革
命
史
』
な
ど
を
学
習
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使

厳
復
の
生
き
た
時
代
と
富
国
へ
の
熱
望

赤
間 

道
夫

永
田
圭
介
著

厳
復―富

国
強
兵
に
挑
ん
だ
清
末
思
想
家

四六判 　360頁
東方書店［2100円］
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15　　厳復の生きた時代と富国への熱望

用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
新
し

い
市
民
社
会
形
成
の
た
め
の
理
論
的
武
器
と
し

て
古
典
派
経
済
学
を
含
む
西
欧
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
天
皇
制
国
家
と
し
て
の
明

治
国
家
体
制
の
強
化
に
よ
っ
て
、
国
民
の
経
済

学
・
思
想
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
わ
が
国
で
は
英
仏
系
自
由
主
義
経
済
学

に
か
わ
っ
て
独
墺
系
歴
史
学
派
経
済
学
に
移
入

の
重
点
が
変
わ
っ
て
い
き
、
国
家
学
や
社
会
有

機
体
説
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
声
高
に
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
の
西
欧
思
想
の
導
入
は
、
西
欧
→
日
本

と
い
う
ル
ー
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
明
治
維
新

前
後
は
中
国
語
訳
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。
清
末
中
国
に
い
た
宣
教
師
が
西
欧
書
物
の

中
国
語
訳
を
出
版
し
、
そ
れ
ら
が
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
『
経
済
学
提
要
』

は
マ
ー
チ
ン
の
中
国
語
訳
を
も
と
に
岸
田
吟
香

が
訓
点
を
付
し
て
『
富
国
策
』
と
し
て
出
版
し

た
も
の
で
あ
る
（
明
治
一
四
年
）。

　

本
書
の
評
の
前
に
長
々
と
記
し
た
の
は
ほ
か

で
も
な
い
。
本
書
の
主
人
公
厳
復
は
、
前
途
に

暗
雲
が
立
ち
こ
め
る
清
末
に
あ
っ
て
、
国
を
思

い
、
民
度
の
充
実
を
願
い
つ
つ
西
欧
思
想
の
翻

訳
を
手
が
か
り
に
、
富
国
の
将
来
を
展
望
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
と
中
国
に
同
様
の
問

題
意
識
を
も
っ
て
西
欧
思
想
を
範
に
し
つ
つ
自

国
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
た
先
人
た
ち
の
格
闘

は
評
者
の
知
的
関
心
を
鼓
舞
し
て
や
ま
な
い
。

本
書
は
、
清
末
の
思
想
家
、
啓
蒙
思
想
家
と
し

て
知
ら
れ
る
厳
復
（
一
八
五
四
・
一
・
八
―
一
九
二

一
・
一
〇
・
二
七
）
の
評
伝
で
あ
る
。
日
本
に
亡

命
経
験
が
あ
る
梁
啓
超
や
孫
文
、
日
本
に
留
学

経
験
が
あ
る
秋
瑾
や
魯
迅
た
ち
に
く
ら
べ
れ
ば

知
名
度
は
低
い
も
の
の
、
中
国
近
代
史
に
関
心

が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
あ
る
人
物
で

あ
る
。
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
區
建
英
著

『
自
由
と
国
民　

厳
復
の
模
索
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
こ
の
大
著
が

厳
復
の
思
想
を
体
系
的
に
読
み
取
り
、
思
想
の

中
軸
を
確
認
し
、
国
民
国
家
未
完
成
の
問
題
意

識
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
論
考
で
あ
る
と
す

る
な
ら
、
本
書
は
翻
訳
家
＝
厳
復
の
定
評
を
超

え
て
、
彼
の
生
き
た
時
代
と
富
国
へ
の
熱
望
の

一
生
を
描
い
た
著
作
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
厳
復

の
生
涯
を
描
く
こ
と
で
、
翻
訳
家
・
厳
復
が
相

対
化
さ
れ
、
思
想
家
・
厳
復
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
て
い
る
。
本
書
で
は
翻
訳
家
・
厳
復
に
つ
い
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て
は
「
翻
訳
活
動
」
と
し
て
一
章
を
割
い
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、「
少
年
時
代
の
環
境
」、「
福
州

船
政
学
堂
時
代
」、「
実
習
航
海
と
台
湾
従
軍
」、

「
英
国
留
学
時
代
」、「
北
洋
水
師
学
堂
時
代
」、

「
甲
午
戦
役
（
日
清
戦
争
）
」、「
変
法
維
新
運
動
」、

「
翻
訳
活
動
」、「
生
々
流
転
」
と
時
系
列
で
展

開
す
る
叙
述
全
九
章
の
一
章
で
あ
る
。

　

厳
復
は
、
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
著
書
『
進
化
と

倫
理
』
を
『
天
演
論
』
と
翻
案
し
た
ほ
か
、
ス

ミ
ス
の
『
国
富
論
』
を
『
原
富
』、
J
・ 

S
・ 

ミ
ル
の
『
自
由
論
』
を
『
群
己
権
界
論
』、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
を
『
法
意
』、

ジ
ェ
ン
ク
ス
の『
政
治
通
史
』を『
社
会
通
詮
』、

ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
『
論
理
学
入
門
』
を
『
名

学
浅
説
』、
J
・ 

S
・ 

ミ
ル
の
『
論
理
学
体
系
』

を
『
穆
勒
名
学
』
と
し
て
翻
訳
・
出
版
し
た
。

ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
、
ジ
ェ
ン
ク
ス
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン

ズ
の
翻
訳
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ペ
ン
サ
ー
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
、
J
・ 

S
・ 

ミ
ル
の
要
約
者
と
し
て

の
役
割
を
負
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
は
帝

国
列
強
の
圧
力
下
で
清
の
富
国
へ
の
発
展
を
は

か
る
と
い
う
厳
復
の
強
い
目
的
志
向
が
働
い
て

い
た
。
評
者
に
と
っ
て
は
ス
ミ
ス
の『
国
富
論
』

や
J
・ 

S
・ 

ミ
ル
『
自
由
論
』
の
翻
訳
者
と
し

て
の
厳
復
に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
っ
た
。
日
本

と
中
国
は
西
欧
思
想
の
導
入
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
経
由
地
の
役
割
を
担
っ
た
時
期
が
あ
っ

た
。
中
国
を
介
し
て
、
あ
る
い
は
日
本
を
介
し

て
吸
収
し
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
漢
字
圏
と
し
て

術
語
の
使
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
受
け
た

の
だ
っ
た
。
厳
復
は
た
ん
に
西
欧
文
献
の
翻
訳

家
で
は
な
い
。
む
し
ろ
翻
訳
家
の
使
命
を
確
信

犯
的
に
逸
脱
し
て
批
判
と
自
己
解
釈
を
加
え

「
翻
案
」
す
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で

は
か
の
『
解
体
新
書
』
以
来
西
欧
語
に
対
応
す

る
術
語
が
な
い
場
合
造
語
し
て
翻
訳
語
を
造
っ

た
。
本
書
で
も
「
厳
復
も
翻
訳
以
前
の
課
題
と

し
て
、
翻
訳
用
語
の
造
語
作
業
を
す
る
必
要
が

あ
っ
た
」（
二
一
九
ペ
ー
ジ
）と
指
摘
し
て
い
る
。

造
語
と
日
中
間
の
相
互
交
流
は
い
ま
す
こ
し
く

時
代
を
下
っ
て
、
陳
独
秀
、
魯
迅
、
胡
適
、
李

大
釗
ら
の
新
思
想
研
究
と
啓
蒙
の
時
期
と
交
錯

す
る
な
か
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

　

厳
復
は
維
新
変
法
を
叫
ん
だ
時
期
も
あ
れ

ば
、
辛
亥
革
命
ま
で
は
清
末
文
化
を
代
表
す
る

知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
孫
文
と
袁
世

凱
と
の
政
治
的
駆
け
引
き
の
な
か
で
厳
復
は
北

京
大
学
初
代
学
長
を
つ
と
め
、
袁
世
凱
「
帝
政
」

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
満
載
。
見
本
誌
贈
呈
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
（
東
方
書
店
）

二
〇
一
〇
年
一
月
号
よ
り
『
人
民
中
国
』
デ
ジ
タ
ル

版
をFujisan.co.jp

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

プ
ル
版
の
試
し
読
み
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

　http://w
w

w
.fujisan.co.jp/m

agazine/1385

　中国発行の日本語月刊総合誌　

       People's China 1月号
人民中国雑誌社　定価 400 円（税込）

［年間購読料 4800 円（税込）］

【
特
集･

「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
」
が
北
京
を

照
ら
す
】
デ
ザ
イ
ン

が
生
活
を
変
え
た

◆
典
型
的
な
集
積
地

を
拝
見
【
中
日
国
交

正
常
化
40
周
年
特
別

企
画
】
中
国
人
か
ら

見
た
日
本
の「
地
方
」

の
魅
力
①
か
な
が
わ

【
連
載
】
ぶ
ら
り
旅 

ハ
ル
ビ
ン
③
氷
雪
と
グ
ル

メ
―
厳
冬
の
魅
力
◆
チ
ャ
イ
ナ
・
パ
ワ
ー
を
読

み
解
くP

art

Ⅱ⑬
Ｅ
Ｕ
債
務
危
機
と
龍
年
の
中

国
◆
私
の
し
ご
と
�
生
徒
の
成
長
を
糧
に
粘
り

強
く
・
聴
覚
障
害
者
学
校
の
教
師
◆
世
界
遺
産

め
ぐ
り
�
浙
江
省
杭
州
市
・
西
湖
を
彩
る
文
化

的
な
景
観
①
大
詩
人
が
築
い
た
二
つ
の
堤
◆
ほ
か



に
な
り
つ
つ
現
段
階
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

し
い
知
見
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
書
が
明
ら
か
に
し
た
厳
復
の
清
末
に
お
け

る
富
国
強
兵
論
と
い
う
肉
太
の
輪
郭
は
、
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
西
欧
思
想
伝
搬
お
よ
び
受
容
研

究
の
新
し
い
可
能
性
を
提
示
し
た
。
福
州
郎
官

巷
に
あ
っ
た
厳
復
の
自
宅
は
現
在
福
州
厳
復
故

居
記
念
館
に
な
っ
て
お
り
、
故
居
近
く
の
福
建

省
博
物
館
に
は
厳
復
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。「
文
恵
先
生
」（
門
人
熊

純
如
に
よ
る
厳
復
の
諡
号
）
ゆ
か
り
の
地
を
訪

れ
て
み
た
い
も
の
だ
。

（
あ
か
ま
・
み
ち
お　

愛
媛
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　

❦
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推
進
の
役
回
り
を
期
待
さ
れ
た
り
も
し
た
。
や

が
て
、
厳
復
は
『
荘
子
』
に
傾
倒
す
る
。
西
欧

的
市
民
の
不
在
を
強
く
感
じ
て
い
た
厳
復
は
、

良
き
為
政
者
に
よ
る
上
か
ら
の
「
革
命
」
に
大

き
な
希
望
を
託
す
こ
と
に
な
る
。啓
蒙
思
想
家
・

厳
復
の
生
涯
と
厳
復
の
世
俗
的
性
格
が
よ
く
描

か
れ
て
い
る
。
著
者
の
丹
念
な
追
跡
に
よ
っ
て

あ
る
時
は
時
代
の
先
を
読
み
、
あ
る
時
は
時
代

に
翻
弄
さ
れ
る
等
身
大
の
厳
復
が
読
者
の
前
に

現
れ
て
い
る
。
厳
復
は
、ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の
「
翻

案
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
清
末
の
惨
禍
の

中
に
生
き
る
中
国
人
民
を
、
ど
の
よ
う
に
「
富

強
」
に
適
す
る
体
質
に
訓
育
し
統
治
す
る
か
と

い
う
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
上
意
下
達
）
的
目
的

志
向
」（
一
九
三
ペ
ー
ジ
）
を
持
っ
て
い
た
。
厳

復
を
突
き
動
か
し
た
動
機
は
、
中
国
人
民
へ
の

啓
蒙
と
い
う
こ
の
一
点
に
あ
っ
た
。
厳
復
が
最

終
的
に
中
国
的
な
る
も
の
に
帰
依
し
た
の
は
、

中
国
と
中
国
人
民
へ
の
絶
望
と
希
望
と
を
複
雑

に
絡
ま
せ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

　

日
本
で
は
明
治
一
四
年
ま
で
に
中
国
経
由
の

西
洋
経
済
学
導
入
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
韓
国

で
は
西
欧
経
済
学
導
入
は
主
と
し
て
日
本
へ
の

留
学
生
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
同
じ
韓
国
で

は
二
〇
世
紀
の
境
目
前
後
ま
で
み
る
と
、
中
国

の
『
申
報
』
や
『
万
国
公
報
』
を
経
て
、フ
ォ
ー

セ
ッ
ト
の
公
債
論
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
、

ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
貨
幣
論
が
導
入
さ
れ
て
い
る

（
李
基
俊
『
西
欧
経
済
思
想
と
韓
国
近
代
化
』）。
厳

復
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
降
、

日
本
・
中
国
・
韓
国
を
結
ん
だ
知
的
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
が
着
実
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
と
り

わ
け
日
中
両
国
に
お
い
て
一
九
二
〇
年
前
後
か

ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
受
容
は
両
国
の
相

互
交
流
の
解
明
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
と
西
欧
と
い
う
視
点

だ
け
で
な
く
、
日
中
韓
の
西
欧
思
想
・
経
済
学

の
導
入
と
三
国
に
お
け
る
近
代
化
と
の
関
係
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
。
日
本
に

お
け
る
西
欧
思
想
・
経
済
学
受
容
史
研
究
は
文

献
目
録
を
含
め
比
較
思
想
史
的
考
察
の
蓄
積
が

あ
る
。
後
進
諸
国
が
古
典
派
経
済
学
を
受
容
す

る
と
き
に
示
し
た
「
概
念
的
な
深
さ
と
非
現
実

性
」（
出
口
勇
蔵
編
『
経
済
学
史
』
一
九
五
三
年
）

が
日
中
韓
で
共
通
な
の
か
。
西
欧
文
献
の
翻
訳

史
を
繙
く
段
階
で
は
表
面
的
理
解
に
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
梁
啓
超
、厳
復
や
魯
迅
、

胡
適
、
李
大
釗
ら
へ
の
個
別
の
詳
細
が
明
ら
か
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